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ずれから生まれる協奏ライフ
- モノの有人化により生活行為が職にもなるライフスタイルと住空間 -

コロナ禍と有人化対象 ダイアグラム　ずれがつくる空間多様性

対象敷地

モノの有人化を手がかりにした職住一体のかたち

[ 生活様式 ] [ 職住を混合し一体化する多様な居場所たち ] [ 繋がりと奥行きが生まれる断面構成 ]

[ ソトとの多様な距離感を持つ ]

[ 視線が繋がり気配を感じられる ]

[ ボリューム感を緩和し周囲と連続する ]

[ 外部と絡まり生活を拡張する ]

[ 建築 ]

[ 地域との関係性 ]

→以上 3つのことを踏まえ有人化を手がかりとした
職住一体の暮らしと住空間を提案する

南西アイソメ

[ 防災無線屋外拡声子局 ]

ex) 山小屋

飲水、調理提供

生活用水

5時のチャイム
緊急放送

楽曲制作
資料採集

楽曲制作
サウンド採集

気分転換

読書、イラスト

屋外の BGM
演奏練習

演奏・演技練習

趣味

山道整理

ex) 灯台 海上支援

灯台守

一時避難場所

サードプレイス

ex) 測候所

[ 音守駐在所 ]

[ コロナ禍の音楽消防隊 ] [ 職能と住む人 ( 音守 ) の想定 ]

消防音楽隊 サウンドディレクター
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職にも住にもなる生活行為による暮らし

建築自体が職の道具や機械になり得ることで形態と職住が密
接である。また有人であるからこその業務も出てくる。

　ずれによって生まれた多様な居場所は職住のどちらの活
動もできる場所となっている。活動場所の選択肢が多くあ
ることで職住の生活行為を混合していき一体となる。

　演奏や演技の練習をし
ながら事務業務もこなし
ていく

　夕方のチャイムなどにより地域住民
との関係が生まれている

　練習や業務拠点としながらそれが広報活動や屋外活動
の BGMとなることに繋がっていく
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　コロナにより広報活動や演技の披露
が軒並みできなくなっている現状で悪
影響を受けている職種である

　暮らしや周辺から生じる
音などを再編しながら効果
音や曲作りをする

住と職の行為がとても曖昧でそこで生活していることが
職住の両方にアプローチしている。

有人であるからこそ一次避難場所やサードプレイ
スとして地域との関係性が生まれている。

　住のためにしている行為が職へ繋がっていたり、職のため
の行為が住を彩る要素になっていたりする職のためでもあり
住のためでもある生活行為により職住一体の暮らしが形成さ
れる。

　現在横浜市では防災無線屋外拡声子局の設置が取り組まれている。そこで本計画
ではその地域に位置している反町公園の一角を敷地とした。コロナによってより盛
んな屋外活動に対して音楽など多方面から地域へアプローチしていく住宅となる。
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♬ 周辺と絡み新たなサウンドスケープを作る建築へ
　周辺環境と絡みここでの生活音までもが新たなサウンドスケープを作り出
す建築へと変化していく。また、コロナ禍でより活発となった屋外利用をよ
り愉しくする空間となる。

機材を扱った作業やアナウンス業務などを行う

ブースを使う

プライベートな屋外空間で静かに音を奏でられる

配置図兼G.L+1600 平面図　S=1/100

N

楽器にできる植栽

♬ 面積表

♬ 地域と多様な関係性を築く音守駐在所
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ルーム 2から中庭を見た様子。家の中の活動からパブリックな活動まで連続していく。

北側から建築を見た様子。家の中から活動は溢れ出し外部が他者との中間領域となる。

たんぽぽ なずな 葦 スズメノテッポウ

カラスノエンドウ マサキ シラカシ カナメモチ

笹

椿

麦

敷地面積

草笛や打楽器の制作を行い近所の子どもたちが遊びに来たり、新しい楽曲やサウンド
を作れるような活用がされる。

建築面積

建蔽率

容積率

延床面積

280.897 ㎡

87 ㎡

106 ㎡

67.7 ㎡1F 2F 37.9 ㎡ 3F 4 ㎡

30％

37.7％

ダイニングから玄関ラウンジを見た様子。ずれによって様々な活動が一つの筋となり、奥行きや愉しさが出てくる空間構成となっている。
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炊き出しを行う

ベースキャンプ

[ 外部空間と一体になったコンサート ]

[ キッチンカーや若者の参入 ]

[ 楽器作りワークショップ ]

[ 災害時の一時防災拠点 ]


